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岡
：
田

市

治
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.

個
人
又
は
組
合
の
營
業
を
會
社
組
織
に
*
r.a
し
、
或 

は
是
等
の
營
業
を
旣
設
會
社
に
於
て
買
收
す
る
に
當
办 

屢
ば
、
逢
着
す
る
問
題
は
、
評
價
せ
ら
れ
た
る
得
意 

(Good
，will )

勘
定
の
處
理
を
如
何
に
な
す
ベ
:§
や
に
あ 

P

O

.:即
ち
得
意
勘
定
を
貨
借
對
照
表
中
借
方
の
部
に
記 

上
し
て
、
之
を
會
社
資
產
の
一
項
目
と
な
さ
んV
す
る 

に
、
會
許
學
理
と
法
律
關
係
ビ
の
適
當
泫
る 

一
K
ij
i
を 

發
見
す
る
こVJ

の
困
難
事
に
あ
^N 。

今
聊
か
审
見
を
關 

陳
し
て
識
潜
の
垂
敎
を
明
が
ん
ヾ」

す
。

1

 

,

會
勒
學
6
見
地
に
於
て
、
.得
意
マ」

は
"
商
店
た
る
ビ 

又
工
場
た
るVJ

を
問
は
ず
、

一’

の
營
業
が
其
の
創
業
以 

來
漸
次
に
獲
得
せ
る
事
實
上
の
取
引
關
係
及
认
徵
望

(
R
e
p
u
t
a
t
i
o
n
)

に
し
で
、
且
つ
之
よ
&
發
生
す
る
所
の 

荆
益
：の
上
，に
存
在
す
る
财
產
上
の
值
値
な
り
。
ジ
ョ
I 

デ
、
ラ
ィ
ル
氏
«
、
其
の
名
著
p Accounting 

of T
h
e


ory 

s
d Practice

ゴ

に
得
意
と
は
、
商
店
又
は
工
場 

の
有
す
る
取
引
關
係
及
び
聲
擧
に
基
く
金
錢
價
値
に
し 

て
、
舊
來
の
顧
客
が
其
の
取
引
を
繼
續
す
る
の
見
込
あ 

る
に
因
6
、
.營
業
所
得
を
評
®
し
て
賣
買
し
得
ら
る
、 

も
の
な
り
と
謂
へ
る
を
見
る
。
耍
す
る
に
得
意
は
、
營 

業
の
有
す
る
商
店
、
.商
品
、
有
價
證
券
其
の
他
の
泐
產
ノ 

不
動
產
、債
權
、偾
務
等
よ
り
營
業
に
關
す
る
一
切
の
* 

利
等
の
現
實
財
産
i
離
れ
て
、
別
に
、
營
業
が
享
得
し 

若
く
は
領
有
し
得
べ
き
利
益
に
對
す
る
金
餞
價
懺
に
し 

て
、
此
利
益
を
！
！
®
 く
る
*
は
、
新
た
に
營
業
を
關
始 

す
る
■こ
と
に
よ
b
て
、
收
得
す
る
利
潤
に
.比
し
て
、
遙 

か
に
大
な
る
所
得
を
鐵
ぐ
る
を
得
べ
か
る
べ
き
豫
想
の 

上
に
立
ち
、
之
が
薇
額
を
査
定
す
る
に
あ
6
。
M

に
之 

を
法
律
の
上
よ
&
見
.る
ぢ
、
亦
營
業
財
產
の1

に
數
べ 

ら
れ
、
而
か
も
其
の
位
置
は
頗
る
重
製
な
る
も
.の
と
認

;
;

•
. 

.

め
ら
る 

>
も
の 
>
如
し
、

:i
r

'

然
り
而
し
て
、
，商
法
は
營
業
を
以
て
讓
渡
行
爲
の
目
.
. 

的
と
な
す
こ
ビ
を
#.
る

も

の

せ

^N。

然
れ
ど
も
營
業 

な
る
も
の
は
、.商
業
取
引
の
基
礎
ビ
忿
り
、
叉
原
動
力j 

i

る
一
切
の
財
産
的
關
係
を
•指
し
、
從
つ
て
其
の
包 

容
す
る
敗
產
の
性
質
及
び
種
類
の
範
圍
は
.、
極
め
で
廣 

汎
な
你
、之を以て讓渡の自的ミなすに際し 

て
ば
、
遍
く
營
業
の
內
部
に
涉
&
ノ 

?

の
.財
産
を
調 

査
し
て
全
體
の
查
定
價
»
を
算
出
し
、
之
を
ニ
個
0,
» 

と
し
て
讓
渡
す
る
に
あ
る
べ
し
と
雖
も
、
實
際
は
、
營 

業
財
產
中
得
意
ぶ
以
て
主
た
る
成
分
と
し
、商
®.
、商
品 

商
號
等
の
如
き
は
、
從
た
る
.成
分
し
て
取
扱
は
る

A

 

{ 

を
普
通
と
せ
6
。
彼
の
通
俗
唱
ふ
る
所
の「

.
I員
の
株 

を
賣
る」
vj S

ふ
は
>.
.即
.ち
得
意
を
«

»
す
る
こ

.と

>

見
，て
大
趣
な
か
る
ベ
し
.。
大
商
店
办
資
產
中
淡
歡
勘
定„ 

が
«:
耍
の
部
分
を
占
む
る
.一
ニ
.の
例
を
擧
げ
ん
に
、
有

.
/ 

名
な
る
P

1ャ
ぐ
ベ
ー
キ
ン
.グ
o
パ
ク
ダ
I
會
社
が
其 

第
ナ
}卷
、

0<1
ニ
)

雜
-

錄

所
5
得
滝」

問
題

の
同
業
^
と
合
併
契
約
^
«f
結
ず
る
.
當̂
り
、

 ̂R
o
y

丨 

a
l
e

の
記
號
に
'因
て
得
^
る
得
意
を
評
®
す
る
に
、

一
 

'千
萬
弗
を
.査
«
せ
k
v
o又
.、ビ
|
1
«エ：フ
®
グー

ド
タ
ッ
チ 

會
社
の
營
馨
報
吿
眷
中
に
、
得
意
勘
定
に
五
千
七
百
七 

十
八
萬
九
千
典
を
訐
上
せ
る
に
比
.し
»
く
土
地
、建
物
、
 

エ
場
等
0'
諸
勘
定
_

1
千
1
. 一W
六
十
七
萵
九
千
百
五
十 

1

弗
を
評
®
し
、
專
賣
權
ぬ
は
僅
か
に
五
十
八
萬
三
千 

六
贫
五
十
那
を
見
稹
り
せ
K
v >
而
し
て
會
社
資
本
金
即 

V
普
澉
株
两
千
萬
弗
及
汰
優
先
株
1
1

『

千
.萬
典
に
對
し
#
 

意
勘
定
實
K
其
の
六
割
.四
：分
弱
に
當
れ
る
を
見
た
り
。
 

藍
し
經
濟
#
情
を
異
に
せ
る
外
國
の
例
を
取
て
、
.直
ち 

に
5

國
の
場
合
に
，當
嵌
：め
ん
ど
す
る
は
、
聊
か
見
當 

違
ひ&

ら
ん
も
將
來
に
於
て
は
、我
が
®
に
も
、
か
、
る 

狀
泥
0:
發
現
を
逆
賭
じ
雛
し
ビ
せ
ず
、
況
ん
や
、
最
近 

■內
外
人
の
經
營
に
係
^
營
槳
讓
渡
0;
場
合
に
巨
額
の
得 

意
價
額
紅
抱
_
で
»:
0
處
理
^
隨
雞
を
嘗
：め
た
る
事
實 

あ
：る
に
.於
て
を
や
。
：

H;
,

 

. 

'

 

•

' 
,
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J
M

夫
れ
然
$
、
得
意
'を
以
て
營
業
讓
渡
.の
主
た
る
財
産 

S
な
し
、
讓
受
人
が
之
に
對
し
て
、
相
當
給
付
を
な
し 

て
、
讓
受
け
た
b

s
せ
ば
、
若
し
讓
受
人
が
會
祉
な
る 

に
於
て
は
、
其
の
貸
借
猶
照
表
巾
借
方
のr

項
目
に
得 

意
勘
定
と
し
^
其
の
金
额
を
記
上
し
、.
.自
己
の
資
産
と( 

す
る
は
、
會
||
學
上
當
然
の
措
遛
に
し
て
、
'何
等
疑
_
 

\ 

の
存
す
る
所
な
し
、
然
る
に
之
を
以
て
：合
法
，的
に
あ
ら 

ず
と
な
し
、
之
を
資
產
項
目
に
表
示
す
る
乙
^
を
避
く 

る
の
慣
例
と
な
れ
()
'
'
-
。
惟
ふ
に
、
得
意
其
の
物
は
、
，權 

利
に
も
又
_
務
に
も
あ
^

vt'
し
て
、
單
にr
の
事
實
的 

關
係
に
過
ぎ
中
、
假
令
讓
渡
人
が
從
來
の
.#
意
を
刺
風 

し
て
、
■同
一
の
#̂
*
を
な
さ
^
、
.或
は
更
に
進
ん
で
、

一
 

好
意
的
に
譲
受
人
に
對
し
得
意
，の
關
係
を
益
々
密
接
な

\ 

ら
し
め
ん
た
め
、
相
.當
の
.盡
カ
を
行
ふ
乙
ビ
を
約
し
、

確
實
に
得
意
の
價
値
を
有
效
な
ら
し
む
る
諸
般
の
手
段 

を
議
t'
る
あ
b
と
雖
も
、
萬

|
、>
曾

1|
:
解

散

の

場

合

に
 

至
5
、
其
の
財
產
を
處
分
t
る
に
際
し
、
粜
し
て
得
意
-

 

勘
定
が
最
初
の
價
格
を
維
持
す
る
や
否
、
恐
ら
く
無
價

,
 

$

ハ

號

一

一

六

値
の
一
語
句
に
了
ら
ん
の
み
ど
觀
じ
來
ら
ば
、
會

jf
r
f
c
« 

產
は
會
Mk
の
侦
權
漭
を
保
®
す
る
意
味
に
於
て
^
形
無 

形

を

問

は

：ず

物

件

其

s

物
が
換
價
性
に
富
め
る
t
の
に 

■

限
る
?:
至
當
と
す
る
の
a:
地
ょ
b
得
意
勘
定
を
資
產
の 

1

項

目

^

す

る

を

非

合

法

的

な

&
ビ
い
ふ
に
在
b 

S解 

し
で
可
な
る
に
似
た
b

o
論
者
或
は
謂
は
ん
、
fj
■
に 

於
て
營
業
讓
渡
其
の
物
を
得
意
の
讓
渡
な
b 

Sす
る
ょ 

b
斯

が

：
る

窮

路

H

陷
.る
に
あ
らVJ

、

然
れ
ど
も
、
營
業 

讓
齡
に
ぼ
、
十
中
九
、
必
す
得
意
を
包
含
す
る
こ
.

V
J

否 

定
す
ベ
か
ら
ざ
る
事
實
な
办
、
今
若
.し

得

意

を

評

價

.し 

な
が
ら
、•、
此
勘
定：

下
に
其
の
價
額
を
記
上
背
ず
、
私
か 

に
之
を
他
の
'家
屋
’

X
場
等
の
財
産
に
盛
り
掛
け
た
6 

と
せ
ん
か
、
所
謂
、.財
產
の
：過
重
評
@

(overvaluation). 

を
行
.ふ
も
の
な
，I

.
之
れ
獨
_
b會
計
學
上
の
原
則
を
無 

視
す
る
の
み
な
ら
す
、
內
會
社
の
出
資
者
を
欺
き
、
外 

偾
權
者
の
刺
益
?:
害
す
る
行
爲
に
し
て
、
其
の
弊
害
の 

及
ぶ
所
決
し
て
敬
少
に
し
て
11
:
ま
ら
ざ
る
な
り
。
之
れ 

爾
且
忍：

ぶ
.と
す
る
.も
.、':
同

じ

；
ぐ

會

社

解

镦

の

_
に

、
盛

H

I

S

&

»
け
ら
れ
た
る
家
屋
。
' 

H

場
等
.の
處
分
價
額
は
必
ず 

ゃ
«
外
れ
の
低
位
を
示
し
、
其
の
結
果
無
價
備
夺
ー
語 

句
に
了
ら
んV」

觀
.じ
ら
る
'>得
意
磡
定
:̂
同
一
の
連
命 

の
下
^
置
か
'■る

べ
き
に
あ
ら
す
や
。

四
.

:
依
之
«
之
營
業
譲
受
人
た
る
會
»:
が
、
諸
種
の
財
產 

を
包
含
ず
を
營
業
を
包
括
的
Q
一
 

集
と
し
て
權
利
の
獲 

得
を
な
す
に
當
ク
、
其
の
筒
々
の
财
產
R
就
き
部
分
敗 

に
調
®
し
、
现
實
财
產
に
重
き
を
®
ぐ
か
、"或
は
得
意 

價
'値
に
重
S
を
置
ぐ
.か
.は
問
ぶ
.所
に
あ
らW

る
も
、
' 

| 

旦
會
社
の
所
有
ビ
な
り
.た
る
以
上
は
其
の
貸
借
對
照
表 

の
借
方
の
部
に
得
意
勘
定
?:
載
上
し
、
明
か
に
•資
産
.の 

j

項
目
ヾ」

す
る
を
«

^
の

措

置

な

々

と
#'
#
ん
ヾ
し
欲
す 

る
^
り
。
然
れ
^
も
、"
會
訐
學
0
知
識
未
だ
幼
雅
に
し 

て
,

JH
確
な
る
龠
訐
處
理
の
經
驗
に
乏
じ
&
我
栌
國
に 

.在
ゲ
て
：は
、
得
蒽
偕
値
が
其
0;
性

贺

上

無

法

の

，評

價

を 

附
し
易
か
ら
し
め
、
從
つ
て
其
の
|[
{
-
]
に
奸
策
の
|
|
ず
る

r

な
-
窃
か
に
私
利
を
課
^
の
恐
、あ
^

故
に
、
得

■
 

/

第

十

一

翁(

<

ニ
.三〕

_

錄
.

所

謂「

得

意」

[:
0

題

寒
の
評
價
に
關
じ
：

1' 
般
的
標
準
を
：指
.示
し
、
且
つ
此
勘 

定
.の

取

极

方

；
に

就
.き

適

當«
る

方

釙5:
與

ふ

'
る

こ

と

を
 

必
要
^
せ
ず
ん
ば
ぁ
る
ベ
か
6
ず
。

.

£ 

:

得
意
を
評
價
す
る
に
：、
種
令
.の
方
法
あ
&
ビ
雖
も
、
 

之
を
數
量
說
？
利
益
說
ビ
の
.一1

種

に

大

別

ず

.る

を

得

ベ 

し
。
數
量
說
と
は
、
營
業
利
益
に
關
係
な
く
、
取
引
高 

に
對
し
て
評
價
の
德
難
ヒ
立
づ
る
，J

と
な
6

0卑
近
の 

例
を
以
で
す
れ
ば
、
搾
乳
業
に
於
て
牛
乳
配
達
«

0
數 

量
に
依
る
こ
.と
あ
る
於
如
：く
、
此
種
の
方
法
に
從
ふ
« 

業
.ぼ
：槪
し
で
特
種
小
規
模
の
も
の
に
限
6
る

、
が

如

し 

普
通
R
は
、
'̂
J
ft
說
5:
;採
^
す
o
此
方
法
に
依
る
も
の
へ 

は
^
の
三
點
を
商
*

t
る
?:
.要
す
9

一
、
'過
去
三
年
若
く
は
五
年
間
0:
營
業
純
益
艰
均
额 

ニ
、.

營

槳

資

本

金

，に

對

す

る

金

利 

.

:

一

i
f

#
業

刺

益

：ょ&
差

引

未»
:の
營

業

主

給

料_其
の

； 

他

の

監

理

费
 

，

假
り
に
、
¥
均
純
益
金
八
千
圓
ぁ
り
と
し
、
而
し
て
元

熵
丨
：
ハ
独
，

七
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雑

-錄

所

f
?
r
f
M

」

l«
J

M

入
資
本
金
に
對
す
る
金
利
を
年
々
ー
千
冏
と
し
、
又
差 

引
未
濟
の
S
理
費(
® :
業
主
の
給
料
を
#
む1

を
：雄
々
H 

千
圆v

j

せ
ば
、
此
屯
均
飾
益
金
.に
對
じ
得
意
僮
額
は
四 

千
圆
の
評
價VJ

な
る
な
り
。
：又
普
通
に
.

I

只
入
年
數
?:
協

. 

定
す
る
を
常
ビ
す
、
年
數
は
、.
營
業
の
種
類
に
從
つ
て 

差
邋
あ
り
、
或
は
简
冷
の
場
合
に
於
て
特
別
の
條
件
を 

付
す
る
こ
ビ
あ
る
べ
じ
ビ
雖
も
、

1
年

乃

至

五

年

れ」

*■
•
. 

も
膂
通
と
し
、
時
に
は
+
年
の
多
き
に
及
ぶ
こ
と
あ
ぅ 

而
し
て
其
の
算
出
法
は
、
假
令
ば
へ
買
入
年
數
t
三
年 

VJ

し
、
前
例
0-
評
價
額
を
.以

て

せ

ば

、

四

千

圓

の

'
三

倍 

M
ち1

萬

ニ

千

目

と

な

る
.か
*
し
。
以
土
述
ぶ
る
所
に 

依
b
得
意
評
偾
の|

般
的
標
準
?:
指
示
し
た
b
c
l 

六

.

页
に
進
ん
で
、
得
韋
勘

®

の
取
扱
方
に
關
し
.

一

般
的 

方
針
を
說
い
て
本
稿
を
結
ば
んW

す
9
 

.

得
意
勘
定
は
、
明

.

か
に
收
#
カ
め
表
示
す
る
を
以
て 

普
通
に
固
定
資
産W

見
做
さ
る
、
を
常V

J

す
、
而
し
て 

其
の
收
益
力
は
、.

營
業
の
狀
況

R

曲
^

f

時
^
消
長

$
ハ
號
一
一
八

あ
る
を
免
れ
ず
と
雖
も
、
會
許
學
の
意
義
に
於
.て
は
、
 

決
し
て
之
に
減
價
偾
却
を
行
ふ
>}

ビ

な
く
、
必
ず
貝
入 

原
债
を
以
て
貨
借
對
照
表
：の
借
龙
に
.現
ば
し
、
常
に
同 

1
の
價
额
に
存
留
せ
し
^

べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
之 

を
會
社
經
濟
•の
上
ょ
6

見
れ
ば
、
會
社
の
財
産
に
增
加 

を
來
た
し
之
を
資
本
化
せ
ん
ヒ
す
る
に
當
&
、
©
借
の 

承
衡
を
得
'せ
し
む
る
た
が
得
意
勘
定
を
以
て
最
も
便
利 

^

る
項
目
と
し
.で
用
^

る
'こ
.
^
J^'
-
c
v。

か

く

し

て

、
_
得 

意
®

®
は
、

一
の
屈
伸
性
を
帶
び
來
6

、
容
易
に
之
を 

眞
價
以
上
に
見
積
る
こ
と
を
得
べ
し
ミ
雖
も
、
其
の
壻 

加
分
は
一
方
に
課
.稅
の
目
標
ビ
な
b
.
、
.
他

方

に

營

業

の
 

眞
相
.に
關
し
善
良
な
：る
出
資
激
，5:
欺
瞞
す
る
乙v

j

な
り 

又
は
前
述
.の
*

く

私

利

を

營

む

.も

の

ビ
誤
解
せ
ら
る
、 

の
處
？

、
霊

、」

の
使
利
策
に
遇
ぎ
す
、
決
し
て 

着
實
を
尊
、ぶ
J
O
の
、
學
ぶ
.ぺ
き)

」
VJ.

に
あ
ら
ざ
る
*
-

 ̂

之
に
反
し
て
近
世
0:
傾
向
.は
得
意
勘
定
に
減
價
償
却
を 

行
ふ
.乙
を
是
な
W

。

»
.©
.理
出
ビ
す
る
所
に
ょ
れ
ば
、
 

買
入
の
際
、f

定
年
數
紗
營
業
利
益
.に
對
し
ャ
支
»
い

肢?癖'̂m

た
る
：原
價
は
其
の
期
問
の
變
移
ヒ
共
に
消
盡
せ
&
る
ベ 

き
を
以
て
な
り
と
せ
办

尤
も
、
得
意
勘
定
Q
ff
i
額
は 

拂
込
資
本
金
'01

部
を
表
示
す
る
資
鹿
働
定
な
れ
ば
、
 

ょ
し
、
之
を
償
却
す
る
こ
と
あ
る
も
、
損
益
勘
定
を
經 

て
行
ふ
^」

ミ
に
依
.り
观
當
金
を
抑
制
す
る
に
至
る
は
不 

正
當
な
b
、
宜
し
く
資
本
勘
定
を
以
て
な
す
べ
し
。
換 

賓
す
れ
ば
、
會
社
が
十
分
の
積
立
金
を
有
す
る
場
合
に
. 

は
出
資
索
の
利
益
を
損
せ
ざ
る
範
圃
に
於
て
此
猜
立
金 

を
以
て
偾
却
を
行
ふ
ベ
き
な
り
。
要
す
る
に
、
會
社 

經
濟
の
見
雜
ょ
り
ヽ
.得
意
勘
定
の
屈
伸
性
を
利
用
し
、 

適
宜
其
.の
.增
減
を
行
ふ
は
‘妙
と
v>
は
C
妙
な
ら
ん
も
、
 

斯
は】 

'の
變
則
ミ
し
て
認
め
得
べ
|
も
、
本
稿
の
論
旨 

を
維
持
ず
る
^
め
に
.は
、
會
訐
學
の
見
地
ょ
.

o
/

當
初 

の
買
入
價
格
を
以
て
帳
簿
上
の
價
额VJ

し
、
#
に
不
變 

に
存
在
せ
し
む
る
所
の
普
通
の
慣
習
に
從
ふ
，

」

ビ
を
良 

法
な
り
^
信
中
る
5
办
。(

五
月
十
五
日
稿)

.

:

有

價

證

券

：I

格

I

 

'

*
' 

.

»

*

.

高

へ

城

仙

.次

郞

-

•
第

|
節

緖

,言

'

公
債
、
Ih
債
、
株
券
等
の
有
®
證
雜
の
主
な
る
も
の 

は
株
式
取
引
所
に
於V

競
賣
買
に
附
せ
&
る
、
結
报
と 

し
て
#
其
市
價
が
普
通
商
品
：の
市
價
に
比
し
て
急
激
に 

變
動
す
る
乙
S
.あ
る
が
故
^
、
有
價
證
雜
の
■價
格
は
他 

の
商
品
の
市
愼
と
は
異
な
b
た
名
.原
則
に
依
り
て
支
配 

せ
&
る 

>も

の

な

々

と

思

惟

せ

，る

者

®
か

ら

ざ

る(;
?

如 

し

。
、
又

、

總
で
.有
«
罾
券
の
相
*
は
5

の
事
情
の
爲 

め
にI

齊
に
騰
貴
苦
し
^
は
下
落
す
る
も
の
な
/

ぐし 

信
ず
る
：者
多
し
。
：さ
れ
ど
、へ
此
兩
見
解
は
多
少
爭
實
の
：
 

*
想
を
祖
#|
せ
る
所
な
&
に
非
や
。
有
似
離
#
の
市
©
 

は
日
々
に
變
動
す
る
の
み
な
ら
，ず
、
同
！1:
^
に
於
て
も 

往
舞
は
し
*
五
分
a
至
^

1

:騰
»
又

.«
下
落
す
る
こ

筋
十】

卷

(

八
一
5)

雜
鋒
葙
倒
說
券
の
篇
に
就
て

九

：!•

h


